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今週の概要 

 風しんの追加的対策について

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位 

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 手足口病 8.38 (10.91)   
2 感染性胃腸炎 3.26 (4.15)   
3 ヘルパンギーナ 1.88 (2.50)   
4 Ａ群溶連菌咽頭炎 1.44 (1.74)   
5 伝染性紅斑 0.68 (0.91)   

発生状況： 大流行 流行 やや流行 少し流行 散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況❖
手足口病は先週より減少していますが、報告数の多い状況が続いており、感染拡大に注意が必要です。手

足口病の原因ウイルスは複数あるため、一度感染して治った後も再び感染してしまうことがあります。予防接種

がなく、予防法は手洗いをこまめに行うことです。流水、石けんによる手洗いをしっかり行い、タオルやおもちゃ

の共用は避けてください。発症した場合には、口の中や喉の痛みから食べ物や飲み物を受けつけず、脱水症

状を起こすこともあります。刺激が少なく、噛まずに飲み込めるようなものを摂るようにしてください。また、症状

がなくなった後も便や鼻汁からウイルスが排泄されることがあるため、注意が必要です。 

夏休みに入り、人混みの中へ出かけることも多くなるかと思います。帰宅時には、手洗い、うがいを行うなど

感染症対策を心がけましょう。 

❖風しんの追加的対策について ❖
2022 年 3 月 31 日までの期間に限り、対象者の方は風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます。定期

の健康診断の際に、風しんの抗体検査も併せて受けられますので、この機会に風しんの抗体検査を受けましょう。 

① 対象者には、住民票のある市区町村からクーポン券が順次届きます。
・ 2019 年度のクーポン券送付の対象となるのは、昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月１日に生まれた男性です。

・ 2019 年度にクーポン券が届かない昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 47 年 4 月１日に生まれた男性については、2020 年度

や 2021 年度に受けて頂くか、希望すれば 1 年目にクーポン券の発行が可能ですので、住民票のある市区町村にお

問い合わせください。

② 抗体検査を受けてください（定期検診の機会や、本事業対象医療機関等で受けることが可能です）。
・ 抗体検査の際には、原則としてクーポン券、本人確認書類（免許証、マイナンバーカード等）の提示が必要です。

・ クーポン券は原則として発行された年度のみ有効です。有効期限内に受けられなかった場合には、2020 年度（2021

年度）に再度、市区町村から新しい有効期限が記載されたクーポン券が発行されますので、有効なクーポン券を使用

してください。

・ 血液検査により行われますので、時間はかかりません。結果は後日届きます。

・ 市区町村の事業なので、費用もかかりません。

③ 抗体検査の結果、十分な量の抗体が無い方は、定期接種（ワクチン）の対象となります。

※ なお、自治体により事業の開始時期や対応が異なるため、住民票のある市区町村にお問い合わせください。

参考 厚生労働省：風しんの追加的対策について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/index_00001.html
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❖定点把握感染症報告状況❖ 令和 1 年 第 29 週 7 月 15 日 ～ 21 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 55 14 14 11 10 2 4

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
6 3 1 1 1

(0.18) (0.33) (0.11) (0.17) (0.50)

18 2 1 12 3
(0.53) (0.22) (0.14) (2.00) (3.00)

49 8 12 4 20 5
(1.44) (0.89) (1.33) (0.57) (3.33) (2.50)

111 24 29 14 42 2
(3.26) (2.67) (3.22) (2.00) (7.00) (1.00)

4 1 3
(0.12) (0.11) (0.43)

285 102 59 64 47 1 12
(8.38) (11.33) (6.56) (9.14) (7.83) (1.00) (6.00)

23 17 5 1
(0.68) (1.89) (0.56) (0.14)

11 2 3 2 3 1
(0.32) (0.22) (0.33) (0.29) (0.50) (0.50)

64 19 16 13 11 1 4
(1.88) (2.11) (1.78) (1.86) (1.83) (1.00) (2.00)

2 1 1
(0.06) (0.11) (0.14)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

6 1 5
(0.60) (0.33) (2.50)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1

1 1
(0.17) (1.00)

※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。
旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 5643
女 5856

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 1 1 2 232
女 1 3 4 198
男 2 1 2 1 3 1 10 286
女 2 3 2 1 8 212
男 1 3 6 5 2 1 4 2 2 26 1073
女 1 1 7 8 3 2 1 23 808
男 1 5 9 8 4 5 4 3 5 3 1 6 54 3051
女 4 6 5 8 8 3 5 3 1 4 1 9 57 2769
男 1 1 162
女 1 2 3 115
男 2 16 52 30 22 12 6 4 2 2 1 149 1187
女 3 8 44 33 15 12 8 5 2 1 1 2 2 136 1026
男 1 2 1 3 1 2 1 1 12 164
女 1 1 5 3 1 11 140
男 3 3 1 7 204
女 1 1 1 1 4 165
男 3 10 8 2 7 2 3 1 2 1 39 226
女 1 2 5 3 4 2 3 2 1 2 25 183
男 1 1 24
女 1 1 25

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男
女
男 1 1 95
女 1 1 2 1 5 92

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 2
女 4
男 1 1 5
女 2
男 17
女 18
男
女
男 46
女 33

感染性胃腸炎

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症

突発性発しん

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核4件（奈良市1、郡山1、中和2）

咽頭結膜熱
３類感染症 腸管出血性大腸菌感染症1件（郡山1）

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症 レジオネラ症1件（中和1）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

✤第29週のトピックス✤

水痘
５類感染症

劇症型溶血性レンサ球菌感染症1件（奈良市1）
侵襲性肺炎球菌感染症2件（奈良市2）
梅毒1件（奈良市1）手足口病

伝染性紅斑

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

◆厚生労働省：エボラ出血熱について
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05795.html

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 R1 H30 H29 過去10年平均
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